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審 査 の 結 果 の 要 旨

氏名 関山 牧子

本研究は ､ 開発途 上国の 農村集団 にお け る子 ども の 成長パ タ ン と ､ 成長に関連する因子

の 成長,段階 (6 歳以 下 を C hil dh o o d ､ 7
- 11 歳 の 男子 と 7 - 9 歳 の 女子 をJ u v e nil e ､ 1 2 歳以上 の 男

子 と 1 0 歳以上 の女子 を A d ol e s c e n c e と した) にお ける相対 的な重 要性 を明 らか にす るた め

に ､ イ ン ドネシ ア西 ジャ ワ州の - 農村に住む 0 - 1 2 歳 の 子 ども 4 1 8 名 を対象と して
､ 縦断的

な身体計測値 ､ 栄養素摂取量 ､ 寄生 虫症と貧血症 ､ 成長因子 を分析 した もの で あり
､
下記

の結果を得た ｡

1 . 2 0 0 1 年 7 月 ( R I) ､ 2 0 0 2 年 7 月 ( R II) ､ 2 0 0 3 年 7 月 ( R III) に身体計測を行 い ､ 各対 象

者に つ い て R l と RI王､ R II と RIII の期間成長量 を求 め ､ 対象集団 の 性別 ･

年齢別 の平均

的な成長 速度を計算 した｡ そ の 成長速度 を C D C 標準値と比較 した結果 ､
J u v e nil e 前期

まで は C D C 標準値より も成長量が少 なか っ た ｡
イ ン ドネシ ア の 富裕層で は同時期の 成

長が C D C 標準値と同様で あると い う報告が複数み られ るため ､ 農村部で の 貧 し い生活

環境が こ の よ うな成長 の遅れ をもた ら した と考 えられ る
｡
し か し

､
J u v e n ile 後期か ら

A d ol e s c e n c e 前期 に か けて は ､
C D C 標準値と同様 の成長を示 し ､ 環境以外 の 要因が成長

に影響を及ぼすこ とが示 された｡

2 . 2 0 0 3 年 1 0 月 か ら 2 0 04 年 2 月 に 行 っ た現地調査 ､ 及び ､ 現地 で採集 した生体試料を用

い て
､ 栄養状態 に 関連す る諸因子 (栄養素摂取 量 ､ 寄生 虫症と貧血 症､ 成長因子) の

分析 を行 っ た ｡
そ して

､
これ ら の 因子 の成長 - の影響が ､ 成長段階に よ っ て 異なるか

否 か を検討す るた め に ､ 性別 ､ 年齢､
エ ネ ル ギ ー

とタ ン パ ク質摂取 量 の N A R ､ 寄生 虫

症と貧血症 の 有無､
I G F -I と I G F B P -3 の Z ス コ ア を独立変数 ､

H A Z
､
W A Z を従属変数
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と した重 回帰分析を行 っ たo そ の結果 ､ 寄生虫症と貧血症 の 影響は C h ild h o o d にお い て

の み有意な説 明変数となり ､ 栄養素摂取量 の影響は 見られな か っ た｡ I G トⅠ の Z ス コ ア

は
､
全 て の成長段 階にお い て 強い効果を示 し､ 特に A d ol e s c e n c e 前期におい て は､ そ の

説 明率が
､
H A Z に 対 して は 0 .2 9 7

､
W A Z に対 して は 0 .3 6 4 と高値 で あ っ た ｡

3 . 寄生虫症や貧血症の 雁患率は ､ 成長段階による差がなか っ たが ､
これ ら の 疾病が栄養

状態 に及 ぼす影響は ､
C hild h o o d に お い て の み有意で あ っ た ｡ C hildh o o d の 成長 は ､ 下痢

症な どの 疾病 の影響 を受 けやす い こと は一般 に言 われて きたが ､ 軽度の 寄生 虫症 や貧

血症 に つ い て も C hild h o o d の 子 どもが影響 を受 けて い る と い う こ とは新たな発 見 である ｡

イ ン ドネ シア で は ､ 寄生 虫症 の 予 防プ ロ グ ラ ム が小 学校 ベ ー ス で行 われて い る が ､ 寄

生 虫症 に よる成長 - の 影響が顕著な就学前 の 子 どもに 焦点 をあて る べ き で ある ことが

示された
o

4 . I G F -I レ ベ ル は
､ 成長と非常に強 い相関を示 し､ 特に A d ole s c e n c e 開始の 1 年後に男女

とも強い 相関 を示 した｡ そ して ､
そ の 翌年に ､ 男女とも身長の 最大成長が見 られ た｡ I G F -I

の 思春期前後 の成長 - の影響に つ い て ､ 本研究により ､
I G トⅠ レ ベ ル が A d ole s c e n c e 初

期の 成長に非常に強い 相関を示 した ことか ら､ 急速な思春期成長は I G F -Ⅰ レ ベ ル の 上昇

によ っ て もた らされると考えられ る｡ また ､
J u v e nile か ら A d ol es c e n c e - の移行期にお

い て
､
I G トⅠ レ ベ ル は 栄養素摂取量 と強 い 相関 を示 し ､ 思春期 の 開始は ､ 適切 な栄養素

摂取に よ っ て 促され る可能性が強く示唆された ｡

以上 ､ 本研究は ､ 開発 途上 国 の 農村部に住む ､
広 い 年齢幅 の 子 どもを対象と して ､ 現地

調 査 に基 づ い て 縦断的で 包括的 なデ ー タを収集すると ともに , 対象者 か ら収集 した生体試

料を用 い て信頼性 の 高 い 分析を行 い ､ 農村部の 子 ども の 成長 パ タ ン を明ら か にす る ととも

に ､ 成長 に関連する諸因子 の 影響が子 ども の 成長段 階に よ っ て 異なる こと を示 した
｡
本研

究は ､ 開発途 上国に お い て は これ ま で ほ とん ど蓄積がな い ､ 縦断的成長研究 で ある ととも

に ､ 成長に関連する様々 な環境因子 を同時に 検討 した包括的な成長研究で ある｡ 以上 の 点

に お い て ､ 本 研究は ､ 特 に 開発途上国に お ける子 ども の 成長研究 に重要 な貢献をなす と考
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えられ ､ 学位 の 授与 に値す る もの と考えられる ｡
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